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議題 １.令和4年度第2回就労支援部会の開催について
 日時：R4年 6月16日 【木】13：30～15：00

 事例発表 ① あみ 就職後のフォロー/連携などをどのようにしているか  上手くいっている要因 

グループワークの際の観点
あみ：成功した事例のポイント 他の機関との関わりで気を付けている事・どのように関わるとよいか
パドル：いつか就職したい→その方たちへのどのような方法があるのか

３：グループワークでの意見

 テーマ：定着支援について 【事例発表】

      ② パドル 福祉事業所から一般就労に移行する際の困りごと

＊あみの事例に対して
企業様とのやり取り・マッチングの大切さ
他の機関との広い視野での連携の大切 
他関係機関と連携が取れていない 【医療連携難しい】
例：体調について 病院側 しんどいと休みましょう 事業所：どのようにすれば来れますか
出勤に向け取り組んでいる事業所の意図が変わってきてしまうので、病院側に支援の内容を伝達すると良いのでは
担当が固定されていると他者の意見が取り入れにくい。第三者の職業評価は効果的

＊パドルの事例に対して
本人が自分を知る事・自己理解を深める
意欲はあるが生活面に課題がある
方向性が定まっていない → 適性がわかると次に進みやすい
大きな目標の前に手が届く目標から支援していく
目標【いつまで】立てて筋道を立てて進めて行っている


